
郷土博物館の೮ৣি家ક宅で
行われた「೧ັ裏でおはなし会」。
છ館の५トشজشॸজথॢのছ
থॸॕ॔「いちご」の方がಭ੨や
ஒ梅のནਵをୁってくれました。
೧ັ裏にはౌが入り、会場৸৬
がནਵの中みたいだったりん♪

3月15日ಀ
ഥ和 5（2023）年
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～
会
場
が
変
わ
り
ま
す
～

今
年
は
桜
づ
つ
み
公
園
に
咲
く
桜
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

日

時

３
月
25
日
㈯
～
４
月
９
日
㈰
午
前

10
時
～
午
後
５
時

会

場

桜
づ
つ
み
公
園
、
水
上
公
園
・
親
水

公
園

▼
展
望
デ
ッ
キ

桜
づ
つ
み
公
園
に
咲
く
桜
を
一
望
で
き
ま
す
。

会

場

水
上
公
園
・
親
水
公
園

一
面
に
咲
き
誇
る
約
35
万
本
の
鮮
や
か
な

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日

時

４
月
10
日
㈪
～
20
日
㈭
午
前
10
時

～
午
後
５
時

会

場

根
が
ら
み
前
水
田

▼
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
公
園
展
望
台

地
上
３
ｍ
か
ら
の
景
色
は
圧
巻
で
す
。

協

賛

多
摩
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
株
式
会
社

▼
こ
い
の
ぼ
り
飾
り

会

場

根
が
ら
み
前
水
田
（
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
畑
）

▼
ミ
ニ
チ
ュ
ア
水
車
の
展
示

会

場

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
公
園
周
辺

※
開
催
期
間
中
、
両
会
場
お
よ
び
そ
の
周
辺
で
の

宴
会
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
来
場
の
際
は
感
染
対
策
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
会
場
に
ご
み
集
積
所
は
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
市
公
式
サ
イ
ト

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

さ
く
ら
ま
つ
り

前期

　今年も市内の花を題材とした作品を募集します。

※�規格・賞などについて詳しくは、観光協会ウェ

ブサイトまたは観光案内所で配布する募集要

項を確認してください。

申�込先・問合せ　5 月 12 日㈮まで（必着）に、

郵送または直接、羽村市観光協会へ☎ 555-

9667（火・水曜日を除く午前 9時～午後 5時）

಼ǞȞǚ|Ȗఢᆀᇻആ

～はむらの春を切り取って～

＼ 4年ぶりの模擬店も／＼ ／

瀊瀛瀤瀃ࠫ瀉瀙濿瀥2023
問�合せ はむら花と水のまつり実行委員会事務局（羽村市観光協会ɨ 555-9667／産業振興課商工観光係内内 667）

※ƊƄƾまƙƿはवƁ፯ႩƝࡣなƿます。しƛƄƕƊい。

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ
り

後期

▼模擬店ブース

　4 年ぶりに飲食店などの模擬店を

出店します。

時�　間 午前 10 時～午後 5時

※左記「会場案内図」を確認してください。

▼公園遊具体験

会　場　水上公園・親水公園

協�　力　日都産業株式会社

▼足湯体験

期�　間　はむら花と水のまつり開催

期間中の金～日曜日の午前 10時～

午後 5時

会　場　宮の下運動公園駐車場

▼日野自動車㈱羽村工場夜桜ライト

アップ

期�　間　3 月 24 日㈮午後 4 時 45 分

点灯、桜が散るまでの各日午後 6

時～午前 4時

▼ヒノトントン ZOO 無料開放

日�　時　3 月 27 日㈪午前 9 時～午後

4時 30 分

前期・後期
共通イベント



状
況
に
よ
り
、
施
設
が
休
館
し
た
り
、
事
業
な
ど
が
変
更
・
延
期
、
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
最
新
情
報
は
市
公
式
サ
イ
ト
・
各
施
設
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

は
む
ら
花
と
水
の
ま
つ
り

開
催
期
間
中
の
交
通
案
内

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
は
む
ら
ん
」
バ
ス
停

の
変
更

開
催
期
間
中
の
土
・
日
曜
日
は
「
一
峰
院
」「
い
こ

い
の
里
」
の
バ
ス
停
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
奥
多
摩
街
道
沿
い
の
玉
川
神
社
西
側
に
臨
時
バ
ス

停
を
設
置
し
ま
す
。

問
合
せ

都
市
計
画
課
内

288

▼
臨
時
駐
車
場
（
上
の
会
場
案
内
図
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
）

開
設
期
間

３
月
25
日
㈯
～
４
月
20
日
㈭
午
前
９
時

～
午
後
５
時
30
分

利
用
料
（
１
台
）

５
０
０
円

※
開
催
期
間
中
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
で
き
る

だ
け
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
か
徒
歩
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼
Ｊ
Ｒ
中
央
線
直
通
「
ホ
リ
デ
ー
快
速
お
く
た
ま

号
」
の
羽
村
駅
へ
の
臨
時
停
車

期

日

３
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰
、
４
月
１
日
㈯
・

２
日
㈰
・
８
日
㈯
・
９
日
㈰
・
15
日
㈯
・
16
日
㈰

観 光 案 内 所

　羽村市観光案内所では、羽村

の観光スポットを紹介しているほ

か、はむりんグッズ

の販売、レンタサイ

クルもあります。

所�在地　羽村市羽東 1-13-15

☎555-9667（午前9時～午後5時）

Â�୯協व
aǑǒȁǠǏǳ

a౦ƣǬȐ|ȕǮȂᄂをǏȌ|ǣしƔǤǱǮǖ|をȂȗ

ǧȞǳします。

期　間aǬȐ|ȕǮȂまƙƿ्௹ৼ

配布場所aǬȐ|ȕǮȂまƙƿᆪǱȞǳ

※๐ཧവ。なƄなƿ༌ვᆑፇ。

問�合せaᅃിஃሇडஃሇfǢǱǎȂȘȍ|ǢȒȞၾ 337

▶キッズインカーステッカープレゼント
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状
況
に
よ
り
、
施
設
が
休
館
し
た
り
、
事
業
な
ど
が
変
更
・
延
期
、
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
最
新
情
報
は
市
公
式
サ
イ
ト
・
各
施
設
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

٠岚Ѫ岚⫤惴㞃
問合せaੑጫ࡙ࡿव事ኃઅၾ 682

告
示
日

４
月
16
日
㈰

投
票
日

４
月
23
日
㈰
午
前
７
時
～
午
後
８
時

投
票
所

市
内
10
投
票
所

開

票

４
月
23
日
㈰
午
後
９
時
か
ら

会

場

Ｓ
＆
Ｄ
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
羽
村
（
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）

〇
満
18
歳
以
上
の
日
本
国
民
で
、
羽
村
市
内
に
引

き
続
き
３
か
月
以
上
お
住
ま
い
の
方

〇
羽
村
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

■
次
の
条
件
に
該
当
す
る
方
を
、
新
た
に
選
挙
人
名

簿
に
登
録
し
ま
す
。

①
平
成
17
年
４
月
24
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

②
令
和
５
年
１
月
15
日
ま
で
に
転
入
届
出
を
し
、

引
き
続
き
市
内
に
居
住
し
て
い
る
方

〇
令
和
５
年
１
月
16
日
以
降
に
転
入
届
出
を
し
た
方

〇
羽
村
市
外
に
転
出
し
た
方

期
日
前
投
票

投
票
日
当
日
、
仕
事
な
ど
で
都
合
の
悪
い
方
は
、

期
日
前
投
票
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

日

時

４
月
17
日
㈪
～
22
日
㈯
午
前
８
時
30
分

～
午
後
８
時

会

場

市
役
所
分
庁
舎
１
階
第
１
会
議
室

持
ち
物

入
場
整
理
券
（
届
い
て
い
な
い
場
合
や

忘
れ
た
方
は
、
受
付
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
）

期
日
前
投
票
を
行
う
に
は
、
期
日
前
投
票
請
求

書
（
宣
誓
書
）
が
必
要
で
す
（
入
場
整
理
券
裏
面
下
）。

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
入
場
整
理
券
は
、
４
月
15
日
頃
に
有
権
者
各
人

に
送
付
し
ま
す
。

※
分
庁
舎
駐
車
場
は
障
害
の
あ
る
方
や
高
齢
の
方

を
優
先
し
ま
す
。
一
般
の
方
は
市
役
所
駐
車
場

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票

投
票
日
に
、
指
定
さ
れ
た
病
院
な
ど
に
入
院
中

で
投
票
所
に
行
け
な
い
方
は
そ
の
施
設
で
、
羽
村

市
外
に
滞
在
し
て
い
る
方
は
滞
在
地
の
選
挙
管
理

委
員
会
で
、不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
事
前
に「
不

在
者
投
票
申
請
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。
詳
し

く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
等
投
票

身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
を
持
っ
て

い
て
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
方
、
ま
た
は
介
護

保
険
の
被
保
険
者
証
に
「
要
介
護
５
」
と
記
載
さ

れ
て
い
る
方
は
、
郵
便
な
ど
に
よ
り
在
宅
で
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
事
前
に
「
郵
便
等
投
票

証
明
書
」
が
必
要
で
す
。
早
め
の
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

特
例
郵
便
等
投
票

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
自
宅
療

養
等
を
し
て
い
る
方
で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す

場
合
、
郵
便
等
に
よ
り
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

羽
村
市
で
投
票
で
き
る
方

羽
村
市
で
投
票
で
き
な
い
方

各
投
票
所
（
期
日
前
投
票
所
含
む
）
に
、

車
い
す
・
点
字
器
・
筆
談
器
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
代
理
投

票
や
介
助
が
必
要
な
方
の
補
助
も
行
い
ま
す
。

希
望
す
る
方
は
、
従
事
者
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
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             　　　　 羽村市財政の現状と課題

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問合せ ఖทडၾ 320

社
会
保
障
費
の
増
加
、
道
路
や
建
築
物
な
ど
老
朽
化
す
る
公
共
施
設
の
維
持
補
修
、
子
育
て
支
援
・
市
民
の
安
全
安
心
へ
の
投
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
行
政
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
行
財
政
改
革
を
推
進
中

　市の厳しい財政状況を打開するため、継続的に行財政改革に取り組んでいます。今後もより

強力に取り組んでまいりますので、ご理解とご協力をお願いいたします。

【�市税収入の減少】　収入の根幹

をなす市税は、平成20年のリー

マンショック以降、景気の後退

や税制改正による減収が続き、

近年は新型コロナウイルス感

染症による所得の減少、ふる

さと納税などの税額控除の伸

びなどにより、減収しています。

【�扶助費の増加】　社会保障制度

の充実により、扶助費が増加し、

今後も増加が見込まれます。ま

た、このほかにも、国民健康保

険事業、後期高齢者医療事業、

介護保険事業など、今後さらな

る事業費の増加が見込まれます。

※�扶助費…社会福祉や児童福祉な

どにかかる経費で、一般会計歳

出の 40％近くを占めています。

※�令和 3年度は子育て世帯などへ

の臨時的な給付事業があったた

め、金額が大きくなっています。

基
金
は
市
の
貯
金
に
あ
た
る
も
の
で
す
。
年
度
間
で
生
じ
る

財
源
の
不
均
衡
を
調
整
す
る
た
め
の
「
財
政
調
整
基
金
」
や
特

定
の
目
的
に
活
用
す
る
「
特
定
目
的
基
金
」
が
あ
り
ま
す
。

歳
入
が
伸
び
ず
歳
出
が
伸
び
て
い
く
状
況
が
続
く
と
、
財
源

不
足
の
可
能
性
が
生
じ
ま
す
。
実
際
に
は
、
財
政
調
整
基
金
を

繰
り
入
れ
る
こ
と
で
財
源
不
足
を
回
避
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
基
金
に
も
限
り
が
あ
り
ま
す
。

今
後
も
増
加
が
見
込
ま
れ
る
扶
助
費
や
、
公
共
施
設
の
維
持

補
修
費
な
ど
に
備
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

基
金
の
減
少

●
羽
村
市
が
持
続
可
能
な
ま
ち
と
し
て
将
来
に
わ
た
り
発
展
す

る
た
め
、
健
全
な
財
政
運
営
に
向
け
た
取
組
み
を
進
め
ま
す

〇
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
見
直
し
、経
常
経
費
の
削
減
を
図
り
ま
す
。

〇
公
共
施
設
の
総
合
的
な
見
直
し
を
行
い
、
整
理
統
合
な
ど

に
よ
り
総
量
の
抑
制
（
ま
た
は
削
減
）
を
図
り
ま
す
。

〇
事
務
の
合
理
化
と
組
織
の
見
直
し
を
進
め
、
人
件
費
の
抑

制
を
図
り
ま
す
。

●
健
全
な
財
政
運
営
の
先
に
目
指
す
も
の

優
先
度
の
高
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
必
要
不
可
欠
な

公
共
施
設
の
維
持
に
財
源
を
振
り
向
け
る
と
と
も
に
、
将
来

に
わ
た
り
社
会
が
持
続
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
の
、
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
の
投
資
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

健
全
な
財
政
運
営
に
向
け
た
取
組
み

�༳ࡔgࣳ �ࣅ
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伸び悩む市税収入

20年
間で

約 3倍に

増加

財源不足の危機



お知らせ

税

金

固
定
資
産
課
税
明
細
書
・
納
税
通
知
書

の
送
付
お
よ
び
縦
覧
・
閲
覧

固
定
資
産
課
税
明
細
書
・
納
税
通
知
書
の
送
付

毎
年
４
月
上
旬
に
送
付
し
て
い
る
固
定
資

産
課
税
明
細
書
（
土
地
・
家
屋
）
を
、
固
定

資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
納
税
通
知
書
と
併

せ
て
５
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

※
４
月
以
降
に
税
額
な
ど
の
確
認
を
希
望
す

る
方
は
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
５
年
度
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧   

納
税
者
が
自
分
の
固
定
資
産
と
ほ
か
の
固

定
資
産
の
評
価
額
を
比
較
で
き
る
よ
う
に
定

め
ら
れ
て
い
る
制
度
で
す
。

期

間

４
月
３
日
㈪
～
５
月
31
日
㈬
（
受

付
け
：
午
後
５
時
ま
で
）

会

場

市
役
所
１
階
課
税
課
資
産
税
係

対

象

市
内
に
所
在
す
る
土
地
・
家
屋
に

係
る
固
定
資
産
税
の
納
税
者

持
ち
物

〇
本
人
…
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転

免
許
証
な
ど
）

〇
代
理
人
…
委
任
状
と
代
理
人
の
本
人
確
認

が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

※
同
居
家
族
の
場
合
、
委
任
状
は
不
要
で
す

が
、本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
が
必
要
で
す
。

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
記
載
さ
れ
た
事
項

（
所
在
地
、
地
積
・
床
面
積
、
評
価
額
な
ど
）

を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期

間

通
年
（
受
付
け
：
午
後
５
時
ま
で
）

※
令
和
５
年
度
の
固
定
資
産
課
税
台
帳
は
、

４
月
３
日
㈪
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

会

場

市
役
所
１
階
課
税
課
資
産
税
係

対
象
と
閲
覧
範
囲

固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
…
本
人
が
所

有
し
て
い
る
固
定
資
産

借
地
・
借
家
人
…
借
地
・
借
家
対
象
資
産

持
ち
物

〇
本
人
…
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転

免
許
証
な
ど
）

〇
代
理
人
…
委
任
状
と
代
理
人
の
本
人
確
認

が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

※
同
居
家
族
の
場
合
、
委
任
状
は
不
要
で
す

が
、本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
が
必
要
で
す
。

〇
借
地
・
借
家
人
…
賃
貸
借
契
約
書
ま
た
は

賃
貸
借
関
係
が
確
認
で
き
る
書
類
、
借
地
・

借
家
人
の
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運

転
免
許
証
な
ど
）

問
合
せ

課
税
課
資
産
税
係
ෆ

158

介
護
保
険

介
護
保
険
給
付
費
通
知
を
３
月
下
旬
に

送
付事

業
所
か
ら
発
行
さ
れ
た
「
領
収
書
」
や
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
交
付
さ
れ
た
「
サ
ー

ビ
ス
利
用
票
」
な
ど
と
併
せ
て
、
利
用
し
た

サ
ー
ビ
ス
内
容
や
利
用
者
負
担
額
な
ど
に
誤

り
が
な
い
か
内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

対

象

令
和
４
年
12
月
～
令
和
５
年
１
月

に
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
方
（
施
設

に
入
所
し
て
い
る
方
は
対
象
外
）

※
市
へ
の
手
続
き
や
利
用
料
の
納
付
な
ど
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
確
定
申
告
に

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ

高
齢
福
祉
介
護
課
介
護
保
険
係
ෆ

144

介
護
保
険
料
特
別
徴
収
（
年
金
引
き
落

と
し
）
の
開
始

令
和
４
年
度
の
保
険
料
を
納
付
書
や
口
座

振
替
で
納
付
し
て
い
た
方
の
う
ち
、
令
和
５

年
４
月
の
年
金
か
ら
引
き
落
と
し
に
な
る
方

に
、
３
月
中
旬
以
降
に
「
令
和
５
年
度
介
護

保
険
料
特
別
徴
収
（
年
金
引
き
落
と
し
）
開

始
の
お
知
ら
せ
」
を
送
付
し
ま
す
。

４
・
６
・
８
月
の
介
護
保
険
料
額
は
、
令
和

４
年
度
の
保
険
料
の
所
得
段
階
を
基
に
仮
算

出
し
た
介
護
保
険
料
額
と
な
り
ま
す
。

※
令
和
５
年
度
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

７
月
上
旬
に
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

問
合
せ

高
齢
福
祉
介
護
課
介
護
保
険
係
ෆ

144

健

康

令
和
５
年
度

羽
村
市
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

令
和
５
年
度
羽
村
市
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

を
、
広
報
は
む
ら
３
月
15
日
号
と
併
せ
て
配

布
し
ま
す
。
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
う
各
種
健

（
検
）
診
日
程
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ

成
人
に
関
わ
る
こ
と
…
健
康
課

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
内

626
／
母
子
に
関

わ
る
こ
と
…
子
育
て
相
談
課
母
子
保
健
・

相
談
係
内

697

令
和
５
年
度
向
け
健
康
づ
く
り
標
語

コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
作
品
決
定

応
募
総
数
12
点
か
ら
、
来
年
度
の
健
康
づ

く
り
標
語
を
決
定
し
ま
し
た
。
ご
応
募
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

特
に
記
載
が
な
い
場
合
の
受
付
時
間
は
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
で
す
。
申
込
み
の
記
述
が
な
い
場
合
は
直
接
会
場
へ
。
費
用
の
記
載
が
な
い
場
合
は
無
料
で
す
。

※事業などに参加する時は、感染対策にご協力をお願いします。

広報はむら 5.3.15 5



状
況
に
よ
り
、
施
設
が
休
館
し
た
り
、
事
業
な
ど
が
変
更
・
延
期
、
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
最
新
情
報
は
市
公
式
サ
イ
ト
・
各
施
設
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

優
秀
作

「
何
気
な
い
幸
せ
な
毎
日
っ
て
き
っ
と
健
康

か
ら
始
ま
っ
て
い
る
の
か
な
ァ
」
／
須す

田だ

進し
ん

午ご

さ
ん

佳

作

「
健
康
は
今
日
も
家
族
の
笑
顔
か
ら
」
／

岩い
わ

渕ぶ
ち

菊き
く

造ぞ
う

さ
ん

「
健
診
で
延
ば
そ
う

健
康
寿
命
」
／
熊

く
ま

野の

要よ
う

輔す
け

さ
ん

問
合
せ

健
康
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
ෆ

623

羽
村
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
対
象

特
定
健
診
結
果
要
医
療
判
定
者
受
診

勧
奨
事
業

羽
村
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、
令
和

４
年
度
特
定
健
康
診
査
の
結
果
、
治
療
が
必

要
な
状
態
で
あ
っ
て
も
医
療
機
関
受
診
が
確

認
で
き
な
い
方
に
、
市
が
委
託
し
た
事
業
者

か
ら
受
診
を
勧
奨
す
る
通
知
が
届
き
ま
す
。

早
期
に
受
診
し
て
、
病
気
の
重
症
化
を
予
防

し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

健
康
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
ෆ

625

胃
が
ん
検
診
・
肺
が
ん
検
診

一
部
自
己
負
担
に

令
和
５
年
度
か
ら
胃
が
ん
・
肺
が
ん
検
診

費
用
は
人
件
費
な
ど
、
検
診
委
託
料
の
増
額

の
た
め
、
一
部
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

費

用

各
５
０
０
円

※
両
検
診
と
も
生
活
保
護
受
給
者
は
自
己
負

担
な
し

問
合
せ

健
康
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
ෆ

626

カ
ラ
ダ
塾

ち
ゃ
ん
と
満
足
！

糖
質
控
え
め
メ
ニ
ュ
ー
～
糖
尿
病
予
防
～

元
気
な
カ
ラ
ダ
を
つ
く
る
た
め
の
運
動
と

食
事
に
つ
い
て
学
ぶ
「
カ
ラ
ダ
塾
」。

糖
質
を
適
度
に
控
え
る
コ
ツ
や
血
糖
値
対

策
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

日

時

４
月
19
日
㈬
午
前
10
時
～
午
後
０

時
30
分

会

場

保
健
セ
ン
タ
ー

対

象

市
内
在
住
の
方

定

員

12
人
（
申
込
順
）

費

用

３
０
０
円
（
調
理
実
習
代
）

持
ち
物

筆
記
用
具
、エ
プ
ロ
ン
、
バ
ン
ダ
ナ
、

健
康
手
帳
（
持
っ
て
い
る
方
）

内

容

健
康
講
座
、
調
理
実
習
、
個
別
相

談
（
希
望
者
）

申
込
み
・
問
合
せ

３
月
16
日
㈭
か
ら
、
電

話
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、
健
康
課
（
保

健
セ
ン
タ
ー
内
）
ෆ

625
へ

　
　

s305000@city.hamura.tokyo.jp

※
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
件
名
を
「
４
月
カ

ラ
ダ
塾
参
加
希
望
」、
本
文
に
「
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
日
中
連
絡
の
つ
く
電
話
番
号
」

を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
３
日
以
内
に
返

信
が
な
い
場
合
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

東
京
都
理
学
療
法
士
協
会
羽
村
市
支
部
共
催

は
む
らEnjoy

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

羽
村
市
は
、
健
康
づ
く
り
に
と
て
も
良
い

地
形
で
公
園
も
整
っ
て
い
ま
す
。
住
ん
で
い

る
だ
け
で
「
健
康
づ
く
り
が
で
き
る
ま
ち
羽

村
」
を
実
感
し
ま
し
ょ
う
。

運
動
を
続
け
る
秘
訣
や
運
動
を
す
る
時
の

ポ
イ
ン
ト
を
伝
授
し
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
行
い
、
歩
く
こ
と
の
習
慣
化
を
目
的
に
し

た
教
室
で
す
。

対

象

運
動
習
慣
を
つ
け
た
い
方
・
医
師

か
ら
運
動
を
勧
め
ら
れ
て
い
る
方
／
全
４

回
に
参
加
で
き
、
一
人
で
１
時
間
以
上
歩

き
続
け
ら
れ
る
方

定

員

20
人
（
申
込
順
）

集

合

保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
歩
き
や
す
い

服
装
と
靴
、
帽
子
な
ど

※
雨
天
の
場
合
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
習

形
式
の
講
義
を
行
い
ま
す
。

※
当
日
の
血
圧
に
よ
っ
て
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
に
は
参
加
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

講

師

東
京
都
理
学
療
法
士
協
会
羽
村
市

支
部
理
学
療
法
士

申
込
み
・
問
合
せ

３
月
16
日
㈭
～
４
月
７

日
㈮
に
、
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
健

康
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
ෆ

626
へ

　
　

s305000@city.hamura.tokyo.jp

※
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
件
名
を
「
は
む
ら

Enjoy

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
参
加
希
望
」、
本
文

に
「
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
日
中
連
絡
の

つ
く
電
話
番
号
」
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

３
日
以
内
に
返
信
が
な
い
場
合
は
、
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ÀはƵƾ'PLQ[Ǒǔ|ǘȞǛ႘࿘
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༌ 1ष �ଈ��႘㎠ ዃ 3Ӄ
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༌ 2ष �ଈ��႘㎠ ዃ 5Ӄ
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༌ 3ष �ଈ��႘㎠ ዃ 7Ӄ
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ƙいƛ
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高
校
生
等
医
療
費
助
成
制
度
青

医
療
証
の
交
付

４
月
か
ら
は
じ
ま
る
高
校
生
等
の
医
療
費

助
成
に
係
る
㟷
医
療
証
（
有
効
期
間
令
和
５

年
４
月
１
日
～
９
月
30
日
「
淡
い
緑
」）
を
、

対
象
の
方
に
３
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

受
診
時
に
は
、
健
康
保
険
証
と
㟷
医
療
証

を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ฬ
医
療
証
の
助
成
範
囲

通
院
…
保
険
診
療
の
自
己
負
担
分
か
ら
通
院

１
回
２
０
０
円
を
控
除
し
た
額
（
通
院
時

の
調
剤
、
訪
問
看
護
は
、
窓
口
負
担
な
し
）

入
院
…
保
険
診
療
の
自
己
負
担
分
（
入
院
時

の
健
康
保
険
適
用
と
な
ら
な
い
差
額
ベ
ッ

ド
代
、
健
康
診
断
、
予
防
接
種
な
ど
は
対

象
外
）

次
に
該
当
す
る
場
合
は
手
続
き
が
必
要
で
す

・
住
所
が
変
わ
っ
た

・
子
ど
も
ま
た
は
保
護
者
の
氏
名
が
変
わ
っ
た

・
対
象
の
子
ど
も
の
健
康
保
険
が
変
わ
っ
た

・
医
療
証
を
紛
失
、
破
損
し
た

・
子
ど
も
を
養
育
し
な
く
な
っ
た

・
所
得
の
修
正
申
告
を
し
た

※
受
給
要
件
に
よ
っ
て
は
、
添
付
書
類
が
必

要
で
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

今
回
、
所
得
が
支
給
制
限
限
度
額
を
超
え

て
対
象
外
に
な
っ
た
方
で
、
令
和
４
年
中
の

所
得
が
支
給
制
限
限
度
額
未
満
の
場
合
、
令

和
５
年
度
（
令
和
５
年
10
月
１
日
～
令
和
６

年
９
月
30
日
）は
、再
度
の
申
請
が
必
要
で
す
。

問
合
せ

子
育
て
相
談
課
手
当
・
助
成
係
ෆ

237

利
用
し
て
く
だ
さ
い
！

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

育
児
の
援
助
を
受
け
た
い
方
（
利
用
会
員
）

と
育
児
の
援
助
を
し
た
い
方
（
協
力
会
員
）

の
会
員
同
士
で
、
子
育
て
の
サ
ポ
ー
ト
を
行

う
相
互
援
助
事
業
で
す
。

春
は
新
生
活
ス
タ
ー
ト
の
時
期
で
す
。「
保

育
園
や
学
童
ク
ラ
ブ
の
迎
え
に
間
に
合
わ
な

い
」「
習
い
ご
と
の
送
迎
が
で
き
な
い
」
な
ど

困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
、

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
地
域
で
子
育
て
を
支
え
る
「
協
力
会

員
」
も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。「
空
い
て
い

る
時
間
に
何
か
役
に
立
つ
こ
と
を
し
て
み
た

い
」
と
考
え
て
い
る
方
、
フ
ァ
ミ
サ
ポ
の
活

動
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

協
力
会
員
向
け
の
研
修
も
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

子育て応援ニュース

特
に
記
載
が
な
い
場
合
の
受
付
時
間
は
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
で
す
。
申
込
み
の
記
述
が
な
い
場
合
は
直
接
会
場
へ
。
費
用
の
記
載
が
な
い
場
合
は
無
料
で
す
。

下
水
道
事
業
会
計
の
経
営
分
析
〈
１
〉

経
営
の
健
全
性
や
効
率
性
に
つ
い
て
判

断
す
る
た
め
、
今
回
は
、
経
常
収
支
比
率

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

■
経
常
収
支
比
率
と
は

一
年
間
の
収
益（
下
水
道
使
用
料
な
ど
）

で
支
出
（
維
持
管
理
費
な
ど
）
を
ど
の
程

度
ま
か
な
え
て
い
る
か
を
示
し
ま
す
。

一
般
的
に
１
０
０
％
以
上
で
あ
れ
ば
黒

字
経
営
、
１
０
０
％
未
満
で
あ
れ
ば
赤
字

経
営
で
あ
る
こ
と
を
示
し
ま
す
。

羽
村
市
の
下
水
道
事
業
会
計
の
令
和
３

年
度
の
経
常
収
支
比
率
は
91
・
５
％
で
、

赤
字
が
続
い
て
い
ま
す
。

■
経
常
収
支
比
率
の
見
通
し

下
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
、
羽
村
市
の
現

状
は
ほ
か
の
市
町
村
と
比
べ
て
低
い
水
準

に
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
家
計
と
し

て
み
る
と
、
収
入
以
上
に
生
活
費
が
か

か
っ
て
い
る
状
態
で
す
。

よ
く
わ
か
る
下
水
道
事
業
③

私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
下
水
道
。
そ
の
仕
組
み
や
下
水
道
事
業
の

課
題
な
ど
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ

水
道
事
務
所
☎
５
５
４

－

２
２
６
９

f�፭Ꭼ� �Ⴉဗは、ଂ్

ॽƽƿ్ഞしƛいます。

f�፭Ꭼ �f� Ⴉဗは、

౦ƣऀ෯ၗౚዿፍƜƣ

ଣྫྷしƝなƿます。

→

৽ଞઽ੍ૻ૨のৄৢख
���²

���²

���²

���²

��²

��²

��²

፭Ꭼ �Ⴉဗ aa �Ⴉဗ aa �Ⴉဗaa��� Ⴉဗa

a��౦

a፬ಉཆ

a౦

��� ౦f፬ಉཆは

ଂ్ॽƣᇓઍཏ�
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対

象

利
用
会
員
…
市
内
在
住
・
在
勤
で
生
後
６

か
月
～
小
学
生
の
お
子
さ
ん
の
保
護
者

協
力
会
員
…
18
歳
以
上
の
心
身
と
も
に
健

康
な
方

内

容

保
育
園
・
幼
稚
園
・
学
童
ク
ラ
ブ
・
習

い
ご
と
な
ど
の
送
迎
、
協
力
会
員
宅
で
の

預
か
り
な
ど

費
用
（
１
時
間
）

月
～
土
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

…
７
０
０
円
／
そ
れ
以
外
の
時
間
…

８
５
０
円

日
曜
日
・
祝
日
…
終
日
８
５
０
円

申
込
み
・
問
合
せ

事
前
に
、
電
話
ま
た

は
直
接
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）
へ

☎
５
５
４

－

０
３
０
４

状
況
に
よ
り
、
施
設
が
休
館
し
た
り
、
事
業
な
ど
が
変
更
・
延
期
、
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
最
新
情
報
は
市
公
式
サ
イ
ト
・
各
施
設
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

ク
ー
ル
エ
コ
ち
ゃ
ん
は
山
は
好
き
？

エ
コ
夏
休
み
に
家
族
で
行
き
ま
す
よ
。

ク
ー
ル
山
は
生
活
と
と
て
も
関
係
が
深
い

ん
だ
。
川
の
水
が
枯
れ
る
こ
と
な
く
ず
っ
と

流
れ
て
い
る
の
も
山
の
お
か
げ
な
ん
だ
よ
。

エ
コ
た
し
か
に
川
の
水
っ
て
な
く
な
ら
な
い

で
す
ね
。
不
思
議
！

ク
ー
ル
山
の
木
々
の
葉
や
落
ち
葉
は
、
雨

水
を
ゆ
っ
く
り
と
地
下
に
染
み
込
ま
せ
る
。

そ
れ
が
川
に
流
れ
て
、
飲
み
水
に
な
っ
た
り

す
る
ん
だ
。
ほ
か
に
も
、
木
々
は
Ｃ
Ｏ
２

を

吸
収
し
て
酸
素
を
放
出
す
る
し
、
夏
に
は

日
陰
を
つ
く
り
気
温
を
下
げ
る
。
そ
れ
に

根
が
土
壌
を
つ
な
ぎ
と
め
て
土
砂
災
害
も

防
い
で
く
れ
る
ん
だ
よ
。

エ
コ
山
や
森
林
っ
て
凄
い
！

ク
ー
ル
ま
だ
あ
る
よ
。
落
ち
葉
の
下
の
菌

類
は
、
死
ん
だ
動
物
や
ふ
ん
な
ど
を
分
解

し
て
木
々
の
栄
養
に
す
る
。
そ
の
お
か
げ

で
山
の
緑
が
維
持
さ
れ
て
生
物
の
多
様
性

も
守
ら
れ
て
い
る
ん
だ
。

エ
コ
温
暖
化
で
絶
滅
す
る
生
き
物
が
増
え

て
い
る
っ
て
、
教
わ
り
ま
し
た
よ
ね
。
山
や

森
林
を
大
事
に
し
て
い
か
な
く
ち
ゃ
。

ク
ー
ル
で
も
今
、
困
っ
た
こ
と
が
起
き
て
い

る
ん
だ
。
日
本
の
山
の

約
４
割
が
木
材
の
た
め

に
植
林
し
た
人
工
林
な

ん
だ
け
ど
、
林
業
の
衰
退
に
よ
っ
て
放
置
さ

れ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
山
の
下
草
が
育

た
ず
、
保
水
力
も
弱
ま
っ
て
虫
や
小
動
物

た
ち
も
姿
を
消
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
に
雨
が

降
り
続
く
と
地
面
が
吸
収
し
き
れ
ず
、
土

砂
災
害
の
原
因
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
う

え
、
成
長
し
す
ぎ
た
木
々
は
Ｃ
Ｏ
２

の
吸
収

能
力
が
落
ち
て
酸
素
の
放
出
量
よ
り
も
Ｃ

Ｏ
２

の
排
出
量
の
方
が
多
く
な
っ
て
し
ま
う

ん
だ
よ
。

エ
コ
た
い
へ
ん
！
ど
ん
ど
ん
木
を
切
っ
て

売
ら
な
い
と
～
！

ク
ー
ル
そ
れ
が
輸
入
し
た
木
材
の
方
が
安

い
か
ら
、
国
産
の
木
材
は
売
れ
に
く
い
ん

だ
。
木
を
育
て
る
に
は
、
約
60
年
も
手
入

れ
を
し
、
切
り
出
す
の
に
も
労
力
が
必
要
。

適
正
な
価
格
で
取
り
引
き
が
行
わ
れ
な
い

と
、
切
り
出
す
こ
と
も
難
し
い
ん
だ
。

エ
コ
ど
う
し
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
…

ク
ー
ル
国
産
の
木
材
を
で
き
る
だ
け
活
用

す
る
こ
と
が
大
事
だ
ね
。
そ
れ
か
ら
、
山

や
森
林
と
親
し
め
る
学
習
会
や
山
の
手
入

れ
を
体
験
で
き
る
活
動
に
参
加
す
る
の
も

い
い
。
羽
村
市
に
も
森
林
を
守
る
活
動
を

し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
か
ら
、
問
い
合

わ
せ
て
み
る
と
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

エ
コ
楽
し
そ
う
！
参
加
し
て
み
ま
す
！

問
合
せ

環
境
保
全
課
ၾ

225

第
94
回

山
や
森
林
の
役
割

ÂǓǞ

Âǚ|Ȗ๐ภ

→

a�はƵƾऌ໖ȂȘǣǒǚǳ�に参加しƔ�はƵƾऌ໖�を

ൾऴします。ௗषは�ဍἁƊǈȀǌȊȕ|�Ɯす。

撮影場所

Ｓ＆Ｄスポーツパーク富士見（富

士見公園）

渡邉さんから一言

外で遊ぶことが大好きな娘。富士

見公園はお気に入りスポットの一つ

です。

のびのび過ごせる公園が身近にあ

ることも、子育てしやすい羽村市な

らではの魅力です。

　親子で楽しめるイベントがたくさんあって、保育園や近所

のお友達と一緒に楽しんでいます。

　羽村市の魅力や 「はむら家族」 の写真などを、 市

公式PRサイトで公開しています。 詳しくは 「愛情は

むら」 で検索してください。

問�合せ　秘書広報課広報・シティプロモーション係内 337

はむら家族プロジェクト

ගはƵƾ ଙఫ
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※事業などに参加する時は、感染対策にご協力をお願いします。

官公署などから

特
に
記
載
が
な
い
場
合
の
受
付
時
間
は
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
で
す
。
申
込
み
の
記
載
が
な
い
場
合
は
直
接
会
場
へ
。
費
用
の
記
載
が
な
い
場
合
は
無
料
で
す
。

社会福祉協議会から

日 日時  期 期日  会 会場  対 対象  定 定員  費 費用  持 持ち物  内 内容  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講 講師  主 主催  共 共催 受 受付  資 応募・申込資格  申 申込み  問 問合せ

令和 5年度版

　歩いて帳の配布

　1日に歩いた歩数や距離が記

録できます。市内のウォーキン

グマップも配布しています。

ৼ3月16日㈭から 対市内在住・

在勤の方 ვᆑസＳ＆Ｄスポー

ツアリーナ羽村（スポーツセン

ター）、Ｓ＆Ｄスイミングプラザ

羽村（スイミングセンター）

　第 25 回羽村市民

　福祉チャリティーゴルフ大会

　参加者募集

႘5 月 24日㈬ व立川国際カン

トリー倶楽部 ࿊200 人（申込順）

ᅉ1 人 2,000 円 第 25回羽村

市民福祉チャリティーゴルフ大

会実行委員会

※�感染拡大防止のため、チャリ

ティーホールおよび表彰式は

行いません。

※�詳しくは、ウェブ

サイトを確認して

ください。

fኴ3 月 16 日㈭～ 4 月 28 日

㈮の午前 9時～午後 4 時 30 分

に、申込用紙に必要事項を記入

の上、参加費を添えて直接、福

祉センターへ ☎ 554-0304

※�申込用紙は、福祉センター、

市内各金融機関、商工会館、

市内・近隣ゴルフ練習場で配

布します。

　会計年度任用職員募集

Àඳ৯චఢ業ࡿ

ၾ食器洗浄など ሇഅ�時�

1,080円 ઌኃ႘月～金曜日の午

後1時～ 4時 ႞ዿৼ5 月 1日

～令和 6年 3月 31日

※任用開始日については要相談

3 月 31日㈮まで（必着）の午

前 8 時～午後 4 時 30 分に、履

歴書を郵送または持参

ኴ羽村・瑞穂地区学校給食組合

☎ 554-2084 〒 205-0023 羽村市

神明台 4丁目2番地 19

　東京都後期高齢者医療広域

　連合運営会議公募委員の募集

　委員として東京区政会館で行

う会議に出席し、意見を述べて

いただきます。

ಃ令和 5年 4月1日現在で都内

在住の18歳以上の方 ࿊2 人 ႞

ৼ7 月 1日～令和 7年 6月 30日

（2年間）ၾ年 3～ 4回程度（い

ずれも月～金曜日）

fኴ3 月 13日㈪～ 4月17日㈪

（必着）に、電話、FAXまたは E

メールで、東京都後期高齢者医

療広域連合管理課管理係へ ☎

03-3222-4505 FAX03-3222-4500

kanrika@tokyo-kouiki.jp

※�詳しくは、広域連合公式ウェ

ブサイトを確認

してください。

　文化財防火デーに伴う

　消防演習を行いました

　玉川神社本殿から出火し、延

焼している想定で、1月22日に消

防演習を行いました。

　羽村市消防団・福生消防署の

活動をはじめ、玉川神社関係者、

町内会役員による迅速な発見・

通報・初期消火による「地域一

丸となり神社を守る」という結

束のもと、文化財を守ろうとい

う想いが感じられる消防演習と

なりました。

ኴ福生消防

署防災安全

係☎ 552-

0119

施設から

有
料
広
告

S＆Dスポーツアリーナ
羽村（スポーツセンター）

☎ 555-0033（月曜休館）

学校給食組合から

Â൯ሻ࣏ƣዻ

広報はむら 5.3.15 9



状
況
に
よ
り
施
設
が
休
館
し
た
り
事
業
が
変
更
・
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
最
新
情
報
は
市
公
式
サ
イ
ト
・
各
施
設
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
を
確
認
す
る
か
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日 日時  期 期日  会 会場  対 対象  定 定員  費 費用  持 持ち物  内 内容  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講 講師  主 主催  共 共催 受 受付  資 応募・申込資格  申 申込み  問 問合せ

ᇿƾしにዂጵƙගሇをǞȞǼǚǳにおၫƆします。ගሇǍȔǖȖǳ

年　金

審議会などの傍聴

寄　付

ご寄付ありがとうございました

À౦ทᄤƣƔƶに

匿　名（2人）　　　　11,000円

À୰౮็ธᅏƣƔƶに

匿　名（2人）　　　　14,000円

ÀᆵƣまƖƚƄƿƣƔƶに

匿　名　　　　　　 6,000円

Àँ෮ුƣƔƶに

匿　名　　　　　　 12,000円

ÀੱࡱවƣƔƶに

匿　名　　　　　　 5,000円

ኴ秘書広報課秘書係ෆ 306

将来の年金額を増やす方法

対国民年金の第1号被保険者の方

À�ቚଈƣᇱፍにඑඔƐする

�ᆋ加Ⴉઞฑဗ�

　国民年金保険料に 400円を上

乗せすることで、老齢基礎年金

を一生涯増やせる制度です。「付

加年金を納めた月数×200 円」

が老齢基礎年金の年額に上乗せ

されます。

À�ேኁႩઞにඑඔƐする�ேኁ

Ⴉઞৰઞ�

　自分で入る公的な個人年金で

す。生涯受け取れる終身年金が

基本で、支払った掛金や受け取

れる年金には税制上の優遇があ

ります。

※�付加年金と国民年金基金の同

時加入はできません。

ኴ付加年金について…市民課高

齢医療・年金係ෆ 138 ／国民年

金基金について…全国国民年金

基金☎ 0120-65-4192

　自転車の交通安全

　道路交通法が改正され、4月

1日から法律でもヘルメット着用

が努力義務になります（東京都

の条例では、ヘルメット着用が

既に努力義務化されています）。

　改定した自転車安全利用五則

を守りましょう。

ҒೆၗƁମ໋、௬໊をྫྷப

aᇶၗは፯॒、ᇶபೄをዓ๐

ғ�୪௭ƜはමƝࡴ時࿄を

Ƙƛ、ࡊ॰Ⴁ

ҔኻはȔǏǳをဲ

ҕࢥೢࢃはઔ

ҖȃȖȌǮǳをཧዿ

ኴ防災安全課防犯・交通安全係

ෆ 216

　生理用品の無償配布

　新型コロナウイルス感染症の

影響による女性の経済的な負担

を少しでも軽減するため、生理

用品を配布します。

ৼ3月 28日㈫～30日㈭の午前9

時～午後 5時 व市役所1階 101

会議室 ၾ生理用品1人 1パック

（先着 80人。なくなり次第終了）

ሑሓ一部の市内公共施設に

設置する配布カードや市公式サ

イトの画面を提示するか、窓口

に掲示している案内ポスターを

指差して職員に伝えてください。

言葉に出さなくても、受け取る

ことができます。

※�詳しくは市公式

サイトを確認し

てください。

ኴ総務課総務係ෆ 333

　宝くじ助成事業でテントを

　整備しました

　市では、（一財）自治総合セン

ターのコミュニティ助成事業に

よる宝くじの助成金を受け、ワ

ンタッチテントを購入し、14町

内会に整備しました。

　コミュニティ助成事業は、コ

ミュニティ活動の促進と健全な

発展を図るとともに、宝くじの社

会貢献広報を目的としています。

ኴ地域振興課地域振興係ෆ 202

　第 1回障害者計画等審議会

႘3 月 22日㈬午後 7時から व

市役所 4階特別会議室 ࿊5 人

（先着順）

ኴ障害福祉課障害福祉係ෆ 172

　第 3回羽村市国民健康保険

　運営協議会

႘3 月 23日㈭午後 1時 30 分か

ら व市役所 4階特別会議室 ࿊

5 人（先着順）

ኴ市民課保険係ෆ 127

　第1回羽村市高齢者福祉計画

　及び介護保険事業計画審議会

႘3 月 23日㈭午後 7時から व

市役所 4階特別会議室 ࿊5 人

（先着順）

ኴ高齢福祉介護課高齢福祉係ෆ

175

※�႘࿘などƁᇥஏになる

Ɓŷƿます。౦୰ಠǠǏǳな

どƜဴ႘॰ႡしƛƄƕƊい。

※�वਢはࡴᆪሧྐƜƂない

Ɓŷƿます。

くらし

広報はむら 5.3.1510



※事業などに参加する時は、感染対策にご協力をお願いします。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
い
う
言
葉
、
さ
す
が
に
今
で
は
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
人
の
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
意
味
を

答
え
ら
れ
る
人
は
ど
の
く
ら
い
い
る
で
し
ょ
う
か
。

Ｌ
は
レ
ズ
ビ
ア
ン
（
女
性
の
同
性
愛
者
）、
Ｇ
は
ゲ

イ
（
男
性
の
同
性
愛
者
）、
Ｂ
は
バ
イ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

（
両
性
愛
者
）、
Ｔ
は
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
生
ま
れ

た
時
の
性
と
は
異
な
る
性
の
自
認
を
持
つ
人
）
の
頭
文

字
を
指
し
て
い
ま
す
。
Ｌ
・
Ｇ
・
Ｂ
は
、
自
分
の
性
的

関
心
が
向
く
方
向
を
意
味
す
る
性
的
指
向
（sexual

orientation

）
を
指
し
、
Ｔ
は
自
分
の
性
を
ど
う
認

識
す
る
か
と
い
う
性
自
認
（gender

identity

）
を

指
し
て
い
て
、
本
来
別
の
枠
組
み
の
言
葉
で
す
。

違
う
枠
組
み
の
言
葉
を
ま
と
め
て
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
呼
ん

で
い
る
こ
と
や
、
性
の
多
様
性
に
つ
い
て
授
業
で
学
生

に
話
す
と
「
多
様
な
存
在
を
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
で
く
く
る
の
は

誤
り
で
は
な
い
か
」
と
い
う
指
摘
が
出
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
鋭
い
指
摘
で
す
。
で
は
、
多
様
な
存
在
を
組
み

合
わ
せ
て
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

と
し
て
い
る
の
は
な

ぜ
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
れ
は
「
性
的
指
向

が
異
性
で
あ
り
、
生
ま

れ
た
時
の
性
と
性
自
認

が
同
じ
」
こ
と
が
〈
当
た
り
前
〉
で
あ
る
と
さ
れ
、
そ

こ
に
当
て
は
ま
ら
な
い
人
々
が
長
ら
く
差
別
さ
れ
て
き

た
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
差
別
さ
れ
て
き
た
当
事
者
同

士
が
つ
な
が
り
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
、

差
別
に
対
抗
し
て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
い
う
言
葉
は
、
１
９
９
０
年
代
か
ら
当

事
者
が
使
う
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

新
聞
報
道
で
目
に
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
２
０
０
０
年

代
半
ば
か
ら
。
紙
面
で
当
た
り
前
に
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
こ
こ
５
、
６
年
。
そ
れ
以
前
も
、
今
で
言

う
と
こ
ろ
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
当
て
は
ま
る
人
は
い
た
の
で

す
が
、
自
分
た
ち
の
置
か
れ
て
い
る
境
遇
を
言
い
出
す

こ
と
の
で
き
な
い
差
別
が
あ
り
ま
し
た
し
、
今
も
な
く

な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
は
、
性
的
な
「
当
た
り
前
（
と
さ
れ
て
き

た
こ
と
）」
か
ら
外
れ
る
人
た
ち
の
「
総
称
」
に
過
ぎ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
４
つ
の
タ
イ
プ
し
か
い

な
い
と
い
う
誤
解
が
生
じ
る
可
能
性
も
あ
り
、
実
際
に

は
さ
ら
に
さ
ま
ざ
ま
な
性
が
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
、

Ｑ
（questioning,queer

）
や
＋
（
プ
ラ
ス
）
と
い
う
、

カ
テ
ゴ
リ
ー
分
け
が
困
難
な
存
在
を
示
唆
す
る
、
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
と
い
う
言
葉
も
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

性
の
あ
り
方
と
い
う
の
は
極
め
て
多
様
な
の
で
す
。

ཌྷ၍参बにするȊǶǞȔȋa8QN���

性
の
多
様
性
へ
の
認
識

執
筆
：
神か

子ご

島し
ま

健
た
け
し

（
第
12
期
羽
村
市
男
女
共
同
参
画
推
進
会
議
会
長
、
東
京
工
科
大
学
教
養
学
環
准
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ

総
務
課
総
務
係
ၾ

347

aශǞȘǵȚǚǬȞƣไৼƁྙ࣊Ɗǁ、፭Ꭼ�Ⴉ �ଈ��႘㎠まƜࢂƂ

໗Ƃ、ኅፍƜไするƈƝƁƜƂます。

aඈしƄは、౦୰ಠǠǏǳを॰ႡしƛƄƕƊい。

問�合せa౦ǞȘǵȚǚǬȞǞ|ȖǦȞǪ|ɨ �����������

�ဘf႘ዹ႘、ങ႘をƵ �時ଢ଼ �時�

※�ဃᎭȕȗ|Ǡ|ǾǤ�ᎭなどƜྫྷዅをするǕȅȗ|ǪをऴしƛƣဃᎭ�ƣ

ጦዿを৵ሰするሑは、ଌஅडにኴいǄƐƛƄƕƊい�ଌஅड�ᇱଌǦȞǪ|

ၾ�ၾ ��� ����。

新型コロナワクチン接種
来年の3月31日まで延長！

広報はむら 5.3.15 11



状
況
に
よ
り
施
設
が
休
館
し
た
り
事
業
が
変
更
・
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
最
新
情
報
は
市
公
式
サ
イ
ト
・
各
施
設
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
を
確
認
す
る
か
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ŇaaŅJQVQ ews ౦ၾƣഞ事などを಼Ɯൾऴします。

問合せaᅃിஃሇडஃሇ

aaaafǢǱǎȂȘȍ|ǢȒȞၾ 339

ႊয়࿃ਂ࠽ƣࢬƜဪஙමདሑƜ

வ๋��ଈ��႘వࢬ�

　この日は関東甲信や東北南部を中心に大雪
が降りました。東京でも10㎝前後の積雪が
ありました。
　五ノ神社のお地蔵さんたちにも、たくさん
の雪が積もりました。寒そう…

፭Ꭼ �ႩဗはƵƾƪǁŷいᆵǻǡ|

��ଈ��႘వࢬ�

　市民の皆さんから提供していただいた寝
具、タオル、せっけん・洗剤、食料品などが、
社会福祉協議会内で格安で販売されました。
　今年は感染対策として、会場内を一方通行
にし、入場者数の制限も設けて行われました。
　売上金は、安心して暮らせるまちづくりの
ために役立てられます。

ဘშᆾƜƧなをಘ��ଈ ��

႘వࢬ�

　2月4日～3月5日に郷土博物館で行われ
た「ひな人形展」。おなじみの内裏びなのほか、
江戸時代の立ちびなや、昭和30～ 40年代に
流行した御殿びな、15人揃えに調度品を加え
た段かざりが展示されました。

౦ၾƣお༔ƜკƁ्च��ଈ��႘వࢬ�

　市内にあるお宅の梅。梅の花一つひとつが
きれいに咲いていました。
　植えられてから50年以上経過しているそ
う。ご主人が愛情をたっぷり注いできたこと
がわかります。
　来年もきれいな花が見られますように♪

広報はむら 5.3.1512



どुの施ع
㔗

設
㔛㔤

からع 
ƷŻしƈ

ƴƣないƷƣはဴ
ƝŻ

႘
ƍƙ

、ྞ
ƖƼƄ

ไ
Ɛƙ

व
ƀい


ƍƼŻ

ƭ。

ᅉ
Ƨ ƽ Ż

ዿƁി
ƀ

いƛいないƷƣはኅ
ƵƿƼŻ

ፍƜす。

৫�ைৎ　4月 1 日╏～ � 月 30 日╏のଏ前
�時～ଏ後 5時

�ถしくは、てৼୖども家൦੍ର७پ
থタشબ内 2�� ष

ॉउुठूઇَくॊくॊইছॖখーُুٹ
　くるくるっとఄんでいくইছॖখشをौうآ
日�　ৎ　ڰ月ڴ日╏⋇ଏ前
10時～ਫଏ ⋈ଏ後 1時～
3時

ৌ
ञः


しॆअ

৵৾ૅ৾年以ৣの人
　৩　20人（

せん

ା
ちूく

ದ
じॄん

）
उुठू୰ٷ
　じ日に、こわれたおもちू
のఊ
しॄう

৶
り

やৼ
そう


だん

もできます。
ৄ�थくोॊয　おもちू୰

びॆう


いん

　बじまわし

どुٹ
इः

ऋ
会
かः

日�　ৎ　4月 2日╉ଏ前 10 時 30 ী～ 11 時
30ী

会　ৃ 
こう

ౠ
ざ


しつ

1
　৩　50人（

せん

ା
ちूく

ದ
じॄん

）

गॆअ


इः

ષ　ऻくときどきवたطうしौのせき
のオॳ॔ॖくんط
一
いっ


すん

১
ऻう

ప
し

（まんが
日মནਵ）

੫
ऌ


かく

ઈ؞
अ॒


इः

　ಭ੨
　クছঈ

उमなし会ٹ

»　൚ॺ生୶Ɔ

५トشজشॸজথॢ「ঐش३কとくま」など
日　ৎ　3 月 1�日╏ଏ前 11時から

છைওーঝঐफ़४ン॑ਹ৷しまच॒かٹ

　ৗしいৱ料やછ館のॖঋথトなどをౝ
に 1おੴらせしています。ਞになるীの
「य़شডشॻ」をః

とう

ஈ
ौく

しておくと、関
かん

৴
れん

のある
ৗしいমがછ館に入ったときにおੴらせが
ඍきます。ఃஈは、プজঔছॖঈছজشはむら
क़ェঈ१ トॖのਹ৷者ওॽগشまたはৣのઃ
੪॥شॻから�

ుญைの৫ைৎऋॎॉまघ

ূ
ऱऋしगどअか॒

ుญை Ⓖ5�0���51（╍
もく

休
きॄうかんび

館日）

Ⓖ554�22�0
（╊

ऑつ

休
きॄうかんび

館日）
উリঔছॖঈছリー

मिら

Ⓖ5�0�0�0�
（╊

ऑつ

休
きॄうかんび

館日）
উリঔーঝॅधौऍ

aÂƄるƄるȀȔǏȏ|

෨ിȌȖȉǗ Ä

　　　　　　　（ుญછ）

　これまでীでഭんだりしたりして
いたどもけのমを、૮でଦります。
家でもछひ、おਵを௫しんでみませんか。
日�　ৎ　3 月 25 日╏・2� 日╉ଏ前 10
時～ ଏ後 3時（૾யにより 2� 日╋・
2�日╌も行う場়があります）　

会　ৃ　プজঔشルॅとौऍ
そう


さく


しつ

1
ठ　ちషり৷のฦ

ऴくौ

پ 1人 20ၻ
さつ

まで。
�ほしいমを৺したり、মのタॖトルپ
などを前もってਖい়わせることはで
きません。

মがなくなりઃپ
し

ਸ਼
だい

ી
しॄう

വ
りॆう

します。
پ

えい

ਹ
り

৯でのਹ৷はできません。
�پ

こ

んでいる時はおୄちいただく場়が
あります。

本のリサイクル

広報はむら 5.3.15 13



広報はむら 5.3.1514

どुのঌー४
ा॒なੴ

㔗

ढथॊء

どअしथ৭॑घॊの

　4月 23 日╉は、ಭ੨市議会議৩の৭

が行われる日なの。みんなの代とし

てಭ੨市の大হなことをਵし়う議৩を

ৠめる日なんだ。

　今は、৭の
とう


ひॆう

について、৭の

めいすいくんがງ
しॆう

ஂ
かい

するりん♪

問合せ ৭
せんきॆかんりいいんかい

ଵ৶৩会হ
じむきॆく

ਜଂ
　　　内 ��2

ा॒なのମのまॎॉの৭

選
せ ん

挙
き ょ

のこと

৭の্১मَ
धअ


ऱॆअ

ُ

※選挙のめいすいくんは、明るい選挙を推
すい

進
しん

する
ためのイメージキャラクターです。

৭पষऐなःधऌम

ÂੑƣƶいすいƄǈ

　こんにちは！ぼくは選挙のめいすいくんです。

毎日のくらしの中で「こうなったらいいな」と思

うことがあるよね。みんなのそういう願いなどを

話し合って、住みやすいまちをつくる代表を選ぶ

方法を「選挙」というんだよ。

　みんなの代表は「投票」で選ばれるんだよ。ど

うやってやるか知っているかな。

　まずは投票所に行くよ。市内には 10 か所の投

票所があって、住んでいる場所によって投票所が

決まるんだ。「入場整理券」というお知らせのは

がきに、自分が行く投票所が書いてあるよ。

　投票所に行って受付けをすると「投票用紙」が

渡
わた

されるんだ。その投票用紙に、記
き

載
さい

台
だい

という専

用の机で、自分が選びたい人の名前を書くんだよ。

書き終わった投票用紙は「投
とう

票
ひょう

箱
ばこ

」っていう四

角い箱に入れて投票終了だね。

　もし選挙の日に用事があって行けそうにないと

きは「期日前投票所」で、投票日より前に投票す

ることができるんだ。

　みんなも 18 歳
さい

になったら投票ができるよ。

　でもその前にも学校などで、学級委員や代表委

員、委員会の委員長や児童会の役員、クラブ活動

の部長などをみんなで決めたことはないかな。

　みんなの代表をみんなで

選ぶこと、それが選挙なん

だね。

৭
せん


きॆ

のめいすいくん、に行ってみた

ձᢞ⚊ᡤࡢ受付࡛ࡅ
ᢞ⚊用⣬ࡓࡗࡽࡶࢆ㸟

ղᢞ⚊用⣬ࢆ᭩ࡃ場ᡤࠋ
グ㍕ྎ࡚ࡗࡔࢇ࠺࠸࡚ࡗ

ճ㑅࠸ࡓࡧேྡࡢ๓ࢆ
᭩ࡼࡃ

մ᭩ࠊࡽࡓ࠸ᢞ⚊⟽
ධࡔࢇࡿࢀ



႘�႘時aव�वa対�対ඉa࿊�࿊ࡿfᇻആaᅉ�ᅉዿa�௹a�௹aኴ ƴfኴƐ

市内の市民ঊ動ཆ体Ɵƞを౫࣍すǀȅーǣですcૡఐにはཆ体ဎᎩがᅢጅ

ですc市公ಠǠイトのૡఐৰമƟƞを॰Ⴁのඑb�ૡఐཆ体ဎᎩ用౸�を地

域ව課に࿓ഞしてくƕさい�すでにဎᎩしていǀཆ体はൊ

く�c審௮後にbૡఐの申ษをすǀƈとがでƂますc申ษ時に

�௹しᆾ�か�会員募集�かをŽてくƕさいc文ಌb࿙โりb

ૡఐ回Ɵƞbඈしくは問い合Ǆせてくƕさいc

市公式サイト Twitter市公式 PR サイト Facebook YouTubeInstagram

aÂཆƣƧǂƥ
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　༶ဴ　地域ව課市民ঊ動ǦンǪー 内 632

団体のひろば

»演会�ƞもはࡱ�ƖƟſし�のj

不登校が増えている中、子どもの育ちに大切

なことを学びましょう。႘ 3 月 21 日（火・

祝）午後 1時 30 分～ 4 時 वネッツたまぐー

センター（青梅市上町 374 番地）対どな

たでも ࿊ 271 人（先着順）ᅉ 500 円 

NPO 法人フリースペースロビンソン 登校

拒否・不登校を考える親の会「ポコ・ア・ポコ」 

ኴ駒井☎ 0428-23-1054

»ƮレールǢャンǨン会

シャンソンの名曲をピアノ伴奏に合わせて練

習しています。 ႘第 3 土曜日午後 2 時 20

分～ 4 時 20 分 वコミュニティセンターな

ど 対どなたでも ᅉ月額 2,000 円 

ኴ太田☎ 090-8817-6077

»ȉーȌイǴ OCOC

水泳を通じて、体力向上と仲間づくりを目指

すグループです。 ႘毎週火曜日午前 10 時

～正午 व S＆Dスイミングプラザ羽村 対女

性 ࿊ 10 人 ᅉ月額 2,000 円、入会金 1,000

円 ኴ石原☎ 554-6548

»ȚイȚイフライデーǚラブ

水泳と水中運動を通し健康の維持・向上のた

め活動中！ 初心者歓迎。体験有。 ႘毎週金

曜日午前 11 時～午後 1 時 व S＆Dスイミ

ングプラザ羽村 対 18 歳以上で健康な方 ࿊

若干名 ᅉ月額 3,000 円、入会金 1,000 円 

ኴ阿部☎ 080-5546-7706

※催し物、会員募集の内容については、各団

体に問い合わせてください。

また、各団体の情報については市公式サイ

トでも紹介しています。
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ஃሇはƵƾは௺ภ౸を
ౚዿしƛいます

　「やさしい日本」とは、外国人や子ども、

高齢の方、障害のある方などに分かりやすい

ように、༳に表現した日本のことです。

日本は、ૣ（ໞૣやତඥ）などのよ

うに言葉のがᇥ化したり、ほかの言葉と組

ƴ合Ǆせてౚ用したりするため、日本にᆊ

ষれな場合は理解がႍしくなりがƖです。

　「やさしい日本」の「やさしい」には、「優

しい」と「しい」という意ታがあります。

相にとってःがやさしいかをணえてコミュ

ニǜーションを取ってƴませんか。

ÀସいহŽƣȈǏȞǳÀ

・༽く区โって、ƻっくり、はっきり話す

・๊明はଃに、ႍしい言葉はᅊける

・「です」「ます」など、ཉ定的に伝える

問合せ

aaདࡰවड౦ኁঊ၌ǦȞǪ|内 ���

コミュニケーションの極意

やさしい日




